
三条市子ども・若者総合サポートシステム 

個別支援の状況 
 

 

１ 対象者の把握状況（平成23年８月末現在） 

被虐待、問題行動等の問題がある子ども及びシステム登録希望者について、子育て支援課・学校

教育課間の情報の共有を図り、子どもの支援情報の一元化、データベース化を行っている。 
 

(１) 子ども・若者総合サポートシステム登録者数   

区分 虐待 非行 不登校 障がい 
ひきこもり 
（若者） 

合計 

延人数 実人数 

人数

（人） 
139(22) 37(3) 47(5)  292(23) 3(0) 518 491 

    ※( )については、他の区分を重複している件数  

 

(２) 障がいでの把握件数の内、他との区分との重複の状況（再掲） 

障がいでの 

 把握者数（実数） 

重複している区分の内訳（延数） 

虐待 非行 不登校 ひきこもり 
（若者） 

23 20 ２ ２ ０ 

 

(３) 「個人情報の取扱いに関する同意書」提出件数（再掲） 

     障がい・ひきこもり（若者）の区分について、本人または保護者より「個人情報の取扱いに 

関する同意書（以下「同意書」）」を提出してもらうこととしている。 

区分 虐待 非行 不登校 障がい 
ひきこもり
（若者） 実人数 

人数（人）   ４ 36 ３ 43 

   

     障がいについての「同意書」受理時の状況 

○年齢区分 

幼児 

(所属先

無) 

保育所

(園)・ 

幼稚園 

小学校 中学校 

中学校 

卒業 

直後 

その他 

０ ３ 30 ２ １ ０ 

 

○同意書を受け取った機関 

保育所

(園) 

・幼稚園 

小学校 中学校 
子育て 

支援課 
その他 

４ 31 ０ １ ０ 

資料 １ 



２ 「個人情報の取扱いに関する同意書」受理後の対応 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

○ H22年度 個別ケース検討会議開催状況 

開催回数 対象者数（延） 

２回 ２人 

 

 

 
 
 
 

＜受理会議の目的＞ 

子育て支援課・学校教育課間の情報の共有と、支援が充足しているか検討を行う。 

 

＜会議の結果＞ 

  ①現在の支援体制の継続が必要であり、その状況について見守る。 

   →次回は、所属機関の変更あるいは進級の時点で支援状況を確認 

②支援が途切れていたケースについて、個別ケース検討会議を実施 

受 理 H22年度：実36件 

受理会議の開催 
H22年度：延46回開催 


